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【問題と目的】

言語の獲得の過程において、視覚刺激と音声刺激とが同

時に提示され、刺激の時間的、空間的近接性のみで刺激間

の関係が成立することがある。これをレスポンデントタイ

プ手続きと呼ぶ。菅佐原 は、成人 名に対し、レス

ポンデントタイプ手続きを用いた訓練により刺激間関係が

獲得されるかどうかを検討した結果、 名の参加者に派生

的な刺激間関係が成立したことを報告している。また派生

関係の生起の差異について、刺激間関係獲得の背景に発達

的な過程が関与していることを示唆している。さらに、読

み仮名に対応する文字刺激と漢字刺激を対象にレスポンデ

ントタイプ手続きによる訓練を行い、読み仮名音声に対す

る漢字書字反応への転移を報告している。このようなメカ

ニズムを応用することによって、漢字以外の学習において

も効率的な指導が可能になると考えられる。そこで、重度

の知的障害を伴う自閉症児に対して、動作模倣を指導する

過程において、動作と音声を同時提示するレスポンデント

タイプ手続きを用いた。その結果、指導者の動作という視

覚刺激と実際動作の関係のみならば、同時提示する音声刺

激と実際動作の間でも派生的な刺激間関係が成立するかど

うかを検討した。

【方法】

参加児 自閉症・知的障害の診断を受けている年中男児。

歳 カ月時の田中ビネー では、 が 歳 カ月

であった。言語によるコミュニケーションは不可能であっ

た。発語は「やだ」「かして」「はい」「いくよ」の 語程度

で機能的ではなかった。色 色や形 形など視覚的な情報が

あれば、同一見本合わせは可能であった。 や 桁の数

字などの記号が好きで記号に対応した音声表出は可能であ

った。 場面設定と期間 大学院附属臨床心理センターで

週 度、 回につき 時間の指導を受けていた。その中の

分程度を動作模倣の時間にあてた。動作模倣は、

年 月～ 年 月に行った。 手続き＜ベース

ライン ＞ 指導者と参加児が向かい合ってイスに着席

し実施した。指導者の「動作 音声」の同時提示に対して、

それに対応する動作を求めた。例えば、指導者が両手を左

右に広げる動作を示すとともに「ひこうき」という音声を

同時提示し、それに対して、参加児は両手を左右に広げる

動作の生起が求められた。提示した動作は「両手を左右に

広げる ひこうき 」「両手を頭にのせる あたま 」の 動作

で、各動作 試行、計 試行で ブロックとした。＜トレ

ーニング ＞ 同様に実施した。動作ができた場合に

は、くすぐりなどの身体強化による賞賛を行った。動作が

できない場合は、補助指導者が参加児の後ろからガイダン

スを行った。＜転移テスト＞ 指導者の「音声」の提示に

対して、それに対応する動作を求めた。 従属変数 指導

者の「動作 音声」の同時提示、あるいは「音声」の提示に

対して、参加児が対応する動作をガイダンスなしで生起し

た場合を正反応とした。

【結果】

では指導者の動作と音声の同時提示でも、参加児は動

作模倣ができなかった。 では徐々に動作模倣ができるよ

うになった。さらに、動作模倣獲得後の転移テストでは、

指導者の音声のみ提示で音声と一致した動作ができた。

図 標的動作における正反応率の推移

【考察】

重度の知的障害を伴う自閉症児に対して、動作模倣を指

導する過程において、動作と音声を同時提示するレスポン

デントタイプ手続きを用いた訓練を行った。その結果、動

作と音声の同時提示で対応する動作ができるようになった。

これらは、提示された動作に対し、同じ動作をした場合に

身体強化を随伴させることで動作模倣を獲得できたと考え

られる。次に、動作模倣獲得後の転移テストでは音声のみ

提示で対応する動作ができるようになった。これらのこと

から、言語の獲得にも派生的な刺激間関係が成立されるこ

とがわかった。参加児は、アルファベットと読みの関係と

いった視覚刺激と音声刺激の刺激関係を既に学習しており、

指導者の動作 視覚刺激 と指示 音声刺激 の両方に注目が

生起しやすかった可能性がある。その結果、動作と音声の

刺激間で等価な関係が形成されたと考えられる。この結果

は、菅佐原 の指摘を支持するものである。

しかしながら、発達の過程や学習履歴によっては刺激の

同時提示だけでは等価関係を形成できないこともあり、刺

激間関係の学習の成立に必要な条件を明らかにしていく必

要がある。
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